
           ６ 東京都立大泉高等学校附属中学校 

解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

〔問題１〕 ２０点 

文章１ 

自分の気持ちを保つという効果。 

 文章２ 

 わずかなくふうでうまくいくことに気づくという効果。 

 

〔問題２〕 ２０点 

あのきれ ～ ように。 

 

〔問題３〕 ６０点 

（省略） 

 

適性検査Ⅱ 

１ ４０点 

〔問題１〕 ２０点 

 

 

 

〔太
た

郎
ろ う

さんの作業〕 

かく → 切る → 切る → 切る →切る → 切る → 切る 

 

〔花子さんの作業〕 

かく → かく → かく → かく → かく 

 

〔６枚
まい

のマグネットシートを切り終えるのにかかる時間〕   （ ４０ ）分 



〔問題２〕 ２０点 

 

２ ３０点 

〔問題１〕 １５点 

（選んだ一つを○で囲みなさい。） 

ＡからＣ        ＡからＤ 

航空機と鉄道の利用わり合は、ＡからＢはほぼ同じであるのに対して、ＡからＣは

航空機の方が高い。その理由としては、ＡからＣの航空機と鉄道の料金は、ほぼ変わ

らないが、航空機の所要時間が約半分だからと考えられる。 

 

〔問題２〕 １５点 

〔「ふれあいタクシー」の取り組みが必要になった理由〕 

人口が減少し、路線バスの本数が減少したＥ町が、移動することにこまっている人

を対象とした交通手だんを用意するため。 

〔「ふれあいタクシー」導入の効果〕 

７５さい以上の人の多くが、利用者証を得て、「ふれあいタクシー」を利用して買

い物や病院へ行くことができるようになった。 

 

 

 

 

 

 

〔 得点板の数字を  から    にするのにかかる最短の時間 〕（  １６  ）秒 

〔  ４  〕→〔  ６  〕 一の位と百の位のボードを入れかえる。 

〔  ６  〕→〔  ９  〕 ６のボードを１８０度回す。 

〔  ５  〕→〔  ８  〕 ５にマグネットを２個つける。 

〔  ４  〕→〔  ７  〕   ４にマグネットを１個つけて２個取る。 

〔    〕→〔    〕  



３ ３０点  

〔問題１〕 １２点 

 

〔問題２〕 １８点 

 

適性検査Ⅲ 

１ ５０点 

〔問題１〕 １０点 

自分で決めた時間 １秒間・ １分間・ １時間 

答え １２８０回転 

 

〔問題２〕 ２０点 

回転 する ・ しない 

<理由> 

 実験２より、発電する板の全体に紙が置かれて、太陽光が当たらない

発電する板が 1まいでもあるとプロペラは回転しない。実験２実験３よ

り接続点から接続点までの全ての発電する板のそれぞれ半分に太陽光が

当たればプロペラは回転する。よって①④⑤に紙が置かれているとき、

全ての発電する板において、半分以上に太陽光が当たっているので回転

すると考えられる。 

 

７５０ℊの金属をのせて調べたときも１０００ℊの金属をのせて調べたときも、お

もりの数は手順６の板のときが最大であった。そして、手順６の板のみぞの方向に

対して糸の引く方向はすい直であり、キャップのみぞの方向に対して手で回す方向

もすい直であるから。 

〔組み合わせ〕 ２号と５号 

〔理由〕 実験２では同じでなかった条件のうち実験３では同じにした条件は、重

さである。１号と３号のすべり下りる時間が同じなのに、１号と６号のすべ

り下りる時間は同じではなかった。だから、すべり下りる時間が同じになる

のは、一番下の板の素材が同じ場合だと考えられるから。 



〔問題３〕 ２０点 

電流の大きさ    ３６ｍ Ａ
ミリアンペア

 

<考え方> 

２まい目から３まい目に紙の重さを重くしたときに必要な電流の大き

さが８ｍＡ増えていた。よって、０．３４ｇの分だけ重さが増えたときに

必要な電流がどれくらい増えるのか比の考えを使って考える。 

０．５４:８=０．３４:□  

□＝
8×0.34

0.54
  

□=５.０３ｍＡ 小数第一位を四しゃ五入して５ｍＡとなる。 

したがって、３１ｍＡ＋５ｍＡより３６ｍＡとなる。 

 

２ ５０点 

〔問題１〕 １０点 

ア （２５－２０）÷０．１ 

残りの 

巻
ま

き数 
５０ 

 

〔問題２〕 ２０点 

イ ２５×２５×３．１４－２０×２０×３．１４ 

残りの長さ ７０６５  ｍｍ 

 

〔問題３〕 ２０点 

縦

たて

 
  ３６   ｃｍ 

横   ３６  ｃｍ 

高さ   ４４  ｃｍ 

 


